


























































































































カテゴリー 事例 今学期での対応 次学期に向けての対策
ハ
ー
ド
接続
接続できない・落ちる・
不安定（11）
聞こえにくい（3）
ビデオのオン・オフ（2）
ブラウザーの変更
ソフトの変更（4）
未解決（3）
ネット環境を整える（2）
講義の録音の検討（2） 
情報
研究計画など更新資料の
最新版にアクセスできない
未解決 Moodle の効果的な使用
ソ
フ
ト
関係、話の質
話の内容が深化しない（3）
人間関係が深化しない
現実感がない
LINEを利用して関係を
作った（2）
雑談の時間を作る
コミュケー
ション方法
カメラが気になる
画像・音声がミュートの中
で発表するのに戸惑った
ターンが困難（4）
複数人で話ができない（2）
画像・音声のルールを決
める
未解決（3）
ルールの周知
話しやすい雰囲気作り（2）
細やかなフィードバック
回答が一番多かった問題は、接続などのハード面である。これらの問題については、想
定はされていたが、その時々のインターネット環境の問題もあり、完全には対応できな
かった。インターネットの負荷の量を調整したり、ブラウザーやソフトを変更することで
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今学期中に対応できたものもあるが、来学期以降も懸案事項として残る。また、演習が進
むたびに研究計画書の内容が更新されていくが、この過程を学生・教員間で共有できるシ
ステムがなかった。今後は、Moodleの機能を精査し対応したい。
ソフト面では、人間関係や話の内容が深まらない、現実感がないというバーチャルなオ
ンライン授業特有の問題が挙げられた。また、オンライン授業環境でのコミュニケーショ
ン方法やマナーに対する戸惑いが指摘された。今学期、LINEなどを用いて対話を増やす
努力がされたが、「不自然さ」はぬぐえなかった。この課題も想定されたものであったが、
どのように問題が顕現するかはわからなかった。オンライン環境に対応したルールを共同
で作るなど、新しい環境における積極的・創造的な対応が必要であろう。
4.2.2　オンライン授業の利点
オンライン授業の利点としては、「安心」「時間」「利便性」といった項目が挙げられた
（表２）。回答として一番多かったのは、「時間」の項目で、通学や授業間の移動、時間管
理の自律性拡大などが挙げられた。また、オンライン環境に特有の「利便性」の指摘も多
かった。今学期のオンライン授業は、感染リスクを抑える「安心」のための配慮であった
が、今後は、オンライン化の「利便性」も積極的に取り入れる必要があるだろう。
表２　オンライン授業の利点
カテゴリー 事　　　例
安　心 感染リスクがない（2）、近くにいる感じがする（2）
時　間 移動時間がない（9）、学習時間の管理が自由（7）
利便性
画面共有などのツールにより見やすく、発表がしやすい（5）、Moodleに教材・レ
ジュメがあり便利（2）
５．おわりに
以上、「演習」の実践について述べた。事前に準備ができた問題があった一方、未解決
の問題も残された。特にハード面の問題は、今後も不確実なものが多い。しかし、人間関
係の質や対話の質を高めるソフト面は、教員・学生の創意工夫によって解決が可能であ
る。「ニューノーマル」「新しい生活様式」を創造する新たなコミュニケーション方法の開
発は、日本語教育研究科の課題の一つとなるだろう。
アンケートで指摘された問題の多くが「環境的課題」に関するものであった。一方の
「学術的課題」については、大きな問題の指摘はなかった。筆者の印象では通常の学期と
比較して遜色なく目標が達成されたと考える。教師アンケートにも「通常と変わらない」
「一人一人の研究計画にじっくり取り組めた」というコメントもあった。修論計画検討で
の議論、Moodle上の振り返り、研究計画書②などを見ても、毎学期と同様、学生が各自
のテーマに真摯に向き合い、熟考がなされた過程と結果が見てとれた。むしろ、時間的・
空間的制約を超えるオンライン授業に、多くの利点を感じた。2020年度春学期の「演習」
の受講生にとって、コロナウィルスを巡る問題は、在学中続くだろう。しかし、環境を嘆
くのではなく、新たな環境を作り上げる創意工夫が必要である。そして、その可能性は今
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学期の「演習」において示された。今後の発展を期待したい。
注
1　本研究科では、2020年度４月にカリキュラムが改編された。同学期は移行期にあり、１つの「演
習」に、「演習 I」と「基礎演習」の履修者が混在したため「基礎演習・演習Ⅰ」と併記した。
（ふくしま　せいじ　早稲田大学大学院日本語教育研究科）
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